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太
宰
の
郷
づ
く
り
の
た
め
、
様

々
な
角
度
か
ら
太
宰
治
を
研
究
し

て
い
る
金
木
町
太
宰
会

（
会長
H
 

ト
天
上
山
に
あ
る
 

文
学
碑
を
囲
ん
で
 

〔
 

木
下
巽
）
の
一
行
二
十
人
が
十
月

十
七
日
か
ら
十
九
日
、
三
鷹
市
禅

林
寺
に
眠
る
太
宰
と
妻
美
知
子
さ

ん
の
墓
参
を
し
た
ほ
か
、
千
葉
県

船
橋
市
に
あ
る
太
宰
旧
居
跡
な
ど

を
見
学
。
そ
の
後
、
当
町
と
友
好

関
係
を
結
ぶ
河
口
湖
町
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
 

現
地
に
タ
方
到
着
し
、
宿
泊
ホ

テ
ル
に
は
河
口
湖
町
の
助
役
、
収

入
役
、
教
育
長
の
み
な
さ
ん
が
訪

れ
、
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
太

宰
会
々
員
は
翌
日
（十
九
日
）
、同

町
職
員
の
案
内
で
昨
年
六
月
、
天

上
山
に
建
立
さ
れ
た
 
「惚

（
ほ）
 

れ
た
が
悪
い
か
」
と
刻
ま
れ
た
太

宰
文
学
碑
を
見
学
。
天
上
山
は
、
 

太
宰
作
品
「
お
伽
草
紙
」
の
一
編
 

「カ
チ
カ
チ
山
」
 
の舞
台
と
な
っ

た
と
こ
ろ
。
碑
は
背
景
に
富
士
山
、
 

正
面
に
河
口
湖
が
望
め
る
景
勝
地

に
あ
り
、
会
員
ら
は
「
こ
ん
な
素

敵
な
場
所
に
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
、
 

太
宰
さ
ん
も
喜
ん
で
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
役
場
に
小
佐
野
常
夫

町
長
を
尋
ね
、
し
ば
し
の
間
歓
談

し
た
後
、
同
町
の
ハ
ー
ブ
館
な
ど

の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

同
じ
く
二
十
四
日
、
町
商
工
観

光
課
が
同
町
を
訪
れ
、
観
光
キ
ャ
 
 ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
四
月

に
締
結
し
た
「
太
宰
の
ふ
る
さ
と

友
好
都
市
」
の
交
流
事
業
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
町
の
職
員
 

●

米
や
リ
ン
ゴ
を
 

無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

ト
伝
統
芸
能
「
奴
踊
り
」
を
披

露
す
る
保
存
会
の
メ
ン
バ

ー
 

(
 
 

が
河
口
湖
町
を
直
接
訪
問
し
た
の

は
協
定
書
締
結
後
初
め
て
。
 

金
木
町
を
P
R
と
い
う
こ
と
で
、
 

参
加
し
た
の
は
嘉
瀬
奴
踊
り
保
存

会

（
会
長廿
鎌
田
孝
人
）
の
メ
ン

バ
ー
と
三
味
線
演
奏
者
ら
三
十
一
一

人
。
当
日
は
、
朝
か
ら
小
雨
模
様

の
天
候
で
し
た
が
会
場
の
大
池
公

園
で
 
「富
士
河
口
湖
も
み
じ
マ

ー
 

チ
」
 
のイ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
千
二
百
人
余

り
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。
 

は
じ
め
に
、
県
無
形
文
化
財
の

奴
踊
り
、
三
味
線
演
奏
や
民
謡
を

披
露
し
て
津
軽
の
郷
土
芸
能
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
当
町
で
生
産
さ
れ
た
米
（
つ

が
る
ロ
マ
ン
）
三
百
g
を
七
百
袋

と
リ
ン
ゴ
約
千
個
、
太
宰
治
記
念

館
「
斜
陽
館
」
 
の絵
ハ
ガ
キ
な
ど

を

一
緒
に
、訪
れ
た
方
々
に
無
料

で
配
布
し
ま
し
た
。
 

目
 

翌
二
十
五
日
に
は
、
同
産
業
課

が
三
鷹
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
一
一

七
七
回
三
鷹
市
青
空
市
場
」
に
今

年
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
 

青
空
市
場
は
、
特
産
品
、
民
芸
 

＋
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け

て
、
太
宰
治
ゆ
か

り
の
地
で

あ
る
山
梨
県
河
口
湖
町
と
東
京
都
三
鷹
市
に
当
町
か
ら
金
木

町
太
宰
会
と
町

商
工
観
光
課
・

産
業
課
が

訪
れ
、
太
宰
文
学

碑
巡
り
ゃ
物
産
販
売
、

観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
 

没
後
五
十
年
、
新
た
な
光
が
注
が
れ
る
太
宰
に
触
れ
る
一
方
、
 

ふ
る
さ
と
金
木
を
ア
ピ

ー
ル
。
こ
の
よ
う
な
交
流
が
、

将
来

へ
向
け
て
の
町
活
性
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い

ま
す
。
そ
の
様
子
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。
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「香水の舎」 

ー
太
宰
作
品
感
想
文
集
「
新

樹
」

ー
 

8
6点
が
入
選
 

へ
 

品
な
ど
の
販
売
を
通
し
て
同
市
と

の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
も
の

で
昭
和
五
十
年
に
開
設
さ
れ
、
今

年
で
二
十
三
年
目
を
迎
え
、
年
に

数
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

‘
特
産
品
「
う
め
口

マ
ン
」
を

販
売
す
る
加
工
組
合
の
方
々
 

ト
早
朝
か
ら
大
勢
が
 

押
し
寄
せ
る
即
売
会
場
 

同
市
と
姉
妹
・
友
好
関
係
に
あ

る
市
町
村
が
参
加
し
て
い
て
県
内

で
は
当
町
だ
け
。
山
形
県
や
長
野

県
な
ど
か
ら
合
わ
せ
て
七
自
治
体

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
 

当
町
か
ら
は
、
ト
マ
ト
や
リ
ン

ゴ
、
梅
干
や
ヒ
バ
の
工
芸
品
、
特

産
品
の
梅
ジ
ュ

ー
ス
 
「う
め
ロ
マ

ン
」
な
ど
を
陳
列
。
】太
宰
治
と
青

森
リ
ン
ゴ
”
の
ネ

ー
ム
バ
リ
ユ

ー
 

の
お
か
げ
か
、
早
朝
五
時
の
開
店

時
に
は
仮
店
舗
に
長
蛇
の
列
が
で

き
て
リ
ン
ゴ
、
ト
マ
ト
は
ま
た
た

く
間
に
完
売
。
梅
干
も
、
シ
ソ
の

葉
で
包
ん
だ
珍
し
い
味
と
好
評
を

得
て
、
販
売
額
も
予
想
以
上
に
伸

び
ま
し
た
。
 

今
回
の
こ
の
様
な
取
り
組
み
や

相
互
交
流
が
、
地
場
産
品
の
販
路

拡
大
、
そ
し
て
町
活
性
化
へ
の
パ

イ
プ
役
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
思

い
ま
す
。
河
口
湖
町
、
三
鷹
市
を

訪
れ
た
担
当
課
で
は
、
予
想
を
は

る
か
に
超
え
る
反
響
を
喜
ぶ
一
方

で
、
今
回
の
訪
問
で
の
反
省
点
を

課
題
と
し
て
、
よ
り
一
層
充
実
し

た
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
ま
す
。
 

太
宰
の
遺
産
が
ま
た

ー
つ
こ
こ

に
実
を
結
び
、
残
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

金
木
町
太
宰
会

（
会長
H

木
下

巽
）
が
発
行
し
て
い
る
「
太
宰
文

学
作
品
読
書
感
想
文
集
『
新
樹
ヒ

の
入
選
者
表
彰
式
が
十
一
月
三
日
、
 
 

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ふ
る
さ
と
の
偉
大
な
作
家
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
平
成
七
年
度
か

ら
行
わ
れ
、
今
年
が
四
回
目
。
町

内
の
小
・
中

・
高
校
生
を
対
象
に

感
想
文
を
募
集
し
て
今
回
は
百
十

五
作
品
が
集
ま
り
、
審
査
の
結
果
、
 

八
十
六
点
が
入
選
し
ま
し
た
。
表

彰
式
で
は
、
各
学
校
の
代
表
者
七

名
に
木
下
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

県
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
こ
の
文
集
は
、
今
年
太
宰

没
後
五
十
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら

例
年
の
倍
の
作
品
を
掲
載
予
定
で
、
 

特
集
号
と
し
て
来
年
三
月
に
発
行

さ
れ
ま
す
。
 

▲木下会長から表彰される各校代表児童・生徒 



9
8金
木
町
産
業
文
化
ま
つ
り
が

十

一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
、
中

央
公
民
館

（
文
化ま
つ
り
）
と
農

業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
 

（
産業
ま
つ
り
）
で
開
か
れ
、
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
連
日
大
勢
の
町

民
ら
が
訪
れ
て
大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
 

文
化
ま
つ
り
の
部
で
は
、
小
・

中
学
生
に
よ
る
県
無
形
文
化
財
の
 

「金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
踊
り
」
「
嘉

瀬
奴
踊
り
」
 
の
共
演や
吹
奏
楽
部

員
の
演
奏
会
、
園
児
ら
の
か
わ
い

ら
し
い
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
演
奏
や
遊

戯
な
ど
の
学
習
発
表
会
。
】
美
”
を
 

追
求
し
た
着
物
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
、
八
回
目
を
迎
え
た
町
民
歌

謡
祭
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
芸
術
的
な
お
花
や
盆
栽
、
陶

工
芸
品
の
数
々
。
力
作
が
並
ぶ
書

や
絵
画
に
訪
れ
た
人
は
目
を
奪
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
 

mmmmH川 広報かなぎ ④ 

産
業
ま
つ
り
の
部
は
、
町
内
で

生
産
さ
れ
た
農
林
産
物
の
展
示
会

や
新
鮮
な
野
菜
な
ど
の
即
売
会
。
 

子
供
ら
は
、
綿
あ
め
作
り
体
験
に

長
蛇
の
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
つ
り
の
目
玉
、
最
終
日
に
行
わ

れ
た
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
 
には
、
 会

場
い
っ
ぱ
い
に
訪
れ
た
人
た
ち

が
集
ま
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
総
数

一
四

〇
本
、
 一
等
が
二
五
、
〇
O
〇
円

分
の
商
品
券
が
当
た
る
と
あ
っ
て

当
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
つ

ど
、
場
内
は
歓
声
と
ど
よ
め
き
で

一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。
 

一
年
間
の
苦
労
が
報
わ
れ
、
出

来
秋
に
感
謝
し
、
日
ご
ろ
の
成
果

を
競
い
合
い
、
笑
い
と
感
動
の
様

々
な
発
表
会
を
楽
し
み
、
子
供
か

ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
実
り
の

秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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▲健闘を誓つ小松選キ（石 jと 年 な 第
増田選手（中）、左は白川さん のが五 

(
 

金
木
町
出
身
者
と
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
々
で
平
成
六
年
に
発
足

さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
か
な
ぎ
会
」
 

（
会長
H
津
島
義
雄
）
の
五
周
年
記

念
総
会
が
十
月
十
七
日
、
中
野
サ

ン
プ
ラ
ザ

（
東
京都
中
野
区
）
で

開
催
さ
れ
、
首
都
圏
在
住
の
約
六

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

総
会
に
は
、
鳴
海
町
長
や
津
島

園
子
さ
ん
、
東
京
県
人
会
を
代
表

し
て
副
会
長
の
野
呂
妙
子
さ
ん
ら

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
 

津
島
会
長
は
「
設
立
五
周
年
に

あ
た
り
郷
土
・
金
木
町
と
首
都
圏

と
の
架
け
橋
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
 

二
」
一、
 
」
「
馴

長

ソ
》
 
ム
云

結
 
島
 

会
 

」h
H
H『
？
ー
泰

絹
 

ぎ
、

ン
胃
 
ず

な
 

」
 
つ
 

議
？

」
」
 

る
町
の
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
鳴
海
町
長
が

「景
気
低
迷
の
今
、
 

町
特
産
品
の
販
路
拡
大
の
た
め
に

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
 

と
、
首
都
圏
で
の
P
R

を
懇
願
し

ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
斜
陽
館
の
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
や
梅
ジ
ュ

ー
ス
、
町
商

工
会
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ヒ

バ
の
表
札
な
ど
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で

一
年
ぶ
り
の
再
会
に

会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
 
 

部
に
出
場
し

た
小
松
大
也
選
手
 

（五
農
三
年
・
東
町
）
と
増
田
匡

紀
選
手
（
五
農
三
年
・
大
東
ケ
丘
）
 

が
十
月
二
十
一
日
、
役
場
を
訪
れ
、
 

鳴
海
町
長
ら
に
国
体
出
場
を
報
告

し
ま
し
た
。
 

昨
年
に
続
い
て
選
ば
れ
た
小
松

選
手
は
今
年
の
高
校
総
体
で
個
人

優
勝
、
そ
し
て
ミ
ニ
国
体
で
も
無

差
別
級
優
勝
。

一
方
、
増
田
選
手

は
高
校
総
体
体
重
別
で
二
位
、
東

北
大
会

一
一
五
聴
級
優
勝
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
好
成
績
が
認
め
ら
れ
て
 

校
二
年
の
野
上
怜
君
と
同
三
年
の

津
島
祐
希
君
が
そ
ろ
っ
て
全
国
大

会
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
 

全
国
の
精
鋭
が
集
う
同
大
会
は
、
 

ち
び

っ
こ
力
士
の
登
竜
門
で
あ
り
、
 

未
来
の
横
綱
・
大
関
を
目
指
す
子

供
た
ち
に
と
っ
て
現
在
の
力
を
試

す
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

参
加
者
は
二
年
の
部
が
六
十
11
1
 

人
、
三
年
の
部
が
百
二
人
と
大
勢

が
出
場
し
て
い
て
、
大
会
日
程
も

一
日
限
り
と
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ

ー
 
 の

大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
 

金
木
町
相
撲
界
の
指
導
、
育
成

に
力
を
注
い
で
い
る
白
川
興
助
さ

ん

（
沢部
）
に
引
率
さ
れ
た
二
人

は
「
昨
年
よ
り
上
（
第
三
位
）
の

成
績
が
残
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
総

合
優
勝
目
指
し
て
頑
張
る
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

本
大
会
で
は
、
二
人
と
も
前
評

判
通
り
の
活
躍
を
み
せ
相
撲
少
年

団
体
の
部
で
第
三
位
に
入
り
、
青

森
県
の
総
合
優
勝
に
貢
献
し
ま
し

た
。
 

ル
。
両
選
手
は
初
出
場
な
が
ら
、
 

快
進
撃
を
続
け
ま
し
た
が
共
に
決

勝
戦
で
力
尽
き
ま
し
た
。
 

輝
く
メ
ダ
ル
を
胸
に
し
た
両
選

手
が
十
月
三
十
日
、
蝦
名
昭
逸
校

長
と
白
川
勝
信
監
督
に
引
率
さ
れ

て
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
鳴
海
町

長
か
ら
 
「
一強
い
”
と
いう
こ
と
は

体
だ
け
で
な
く
、
心
も
強
く
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
お
ご
ら
ず
に
こ

れ
か
ら
も
頑
張
る
よ
う
に
」
と
激

励
さ
れ
、
ま
た
居
合
わ
せ
た
今
誠

康
県
議
も
「
よ
く
頑
張
っ
た
。
お

め
で
と
う
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。
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、降
ノ
ふ
る
さ
と
か
な
ぎ
会
 

/
5
×
 
懐
か
し

い
顔
が
勢
ぞ
ろ
い
 

▲笑顔で報告に訪れた 
津島君（左）と野上君（右） 

▲久々の再会に杯も会話も弾む 

東
京
都
立
川
市
・
立
川
練
成
館
 
れ

た
第
十
五
回
全
国
少
年
相
撲
大

相
撲
場
で
十
月
十
一
日
に
開
催
さ
 
会

個
人
戦
に
出
場
し
た
金
木
小
学
 

相 

 

撲 

「全
国
大
会
準
優
勝
」
野
上
怜
君

・
津
島
祐
希
君
 

「国
体
出
場
」
小
松
大
也
選
手

・
増
田
匡
紀
選
手
 



活彩あおもり大祭 

ト
本
番
に
向
け
て
 

練
習
に
励
む
皆
さ
ん
 

ーー
ー
ジ

ー
ー
舞
一
 

ま
 
ち
 
の
 
で
 
き
 
こ
 
と
 

ー
剣
道

で
心
身
育
成
 

防
犯
功
労
団

体
表

彰
受

賞
 

▲受賞を喜ぶ一戸館長と少年剣士たち 

フ
に
．妻
“
・
ゆ
「
世
《
・E・・A
 

、翼
奪
，
編・
ダ・
一f・
一
 

・

子
い
ど
 

芦
野
公
園
内
に
あ
る
児
童
動
物

園
で
、
こ
の
春
に
生
ま
れ
た
子
猿

が
元
気
に
お
り
の
中
を
駆
け
回
っ
 

ト
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
姿
が
 

人
気
を
集
め
て
い
る
親
子
猿
 

金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
 

文
化
観
光
立
県
宣
言
に
伴
う
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
十
二
月
四
、
五
、
 

六
日
の
三
日
間
、
東
京
ド
ー
ム
で
 

「活
彩
あ
お
も
り
大
祭
典
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
 

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
青
森
県
が
、
 

首
都

・
東
京
を
舞
台
に
自
然
、
文

化
、
観
光
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
町
か
ら
は
、
 

県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
保
存
会
」
 

て
、
愛
く
る
し
い
姿
を
振
り
ま
い

て
い
ま
す
。
 

子
猿
が
誕
生
し
た
の
は
桜
ま
つ

り
前
の
四
月
十
一
日
で
、
生
後
間

も
な
い
こ
ろ
は
ほ
か
の
猿
に
い
た

ず
ら
さ
れ
て
ケ
ガ
を
す
る
な
ど
し

て
い
ま
し
た
が
、
半
年
経
過
し
て

体
長
も
現
在
は
生
ま
れ
た
当
時
の

約
三
倍
、
三
十
⑩
ほ
ど
に
成
長
し

て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
麦
を
ブ
レ
ン

ド
し
た
え
さ
を
元
気
よ
く
食
べ
て
 
 （

会長
H
徳
田
長
弘
）
が出
演
し
ま

す
。
 

荒
馬
、
太
刀
振
り
、
獅
子
舞
の

共
演
。
鳴
り
響
く
笛
、
太
鼓
に
鐘

の
音
。
本
番
に
向
け
て
演
技
に
研

き
を
か
け
る
み
な
さ
ん
は
、
仕
事

を
終
え
た
後
に
中
央
公
民
館
で
練

習
を
積
ん
で
い
ま
す
。
 

さ
な
ぶ
り
は
、
県
内
各
地
に
あ

り
ま
す
が
】
派
手
さ
”
と
】
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
さ
”
に
お
い
て
群
を
抜

い
て
い
る
金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
踊

り
は
十
二
月
四
日
、
東
京
ド

ー
ム

で
そ
の
雄
姿
を
披
露
し
ま
す
。
 

い
ま
す
。
 

昨
年
も
、
こ
の
子
猿
の
親
猿
に

は
子
猿
が
誕
生
し
た
が

ー
カ
月
く

ら
い
で
亡
く
な
り
、
以
前
も
生
後

間
も
な
く
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
初
は
成
長
が
危
ぐ
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、
す
く
す
く
成
長

し
た
こ
と
で
関
係
者
も
ホ
ッ
と
一

安
心
。
乳
離
れ
が
ま
だ
で
き
ず
、
 

母
猿
に
抱
き
抱
え
ら
れ
な
が
ら
の

姿
は
ほ
の
ぽ
の
と
映
り
、
訪
れ
た

人
の
目
を
く
ぎ
付
け
に
し
て
い
ま

し
た
。
 

金
木
剣
武
館
（
館
長
n

一
戸
彰

晃
）
が
、十
月
十
三
日
に
八
戸
市
で

開
催
さ
れ
た
地
域
安
全
青
森
県
民

大
会
で
青
森
県
防
犯
連
合
会
長
・

青
森
県
警
察
本
部
長
連
名
、
防
犯

功
労
団
体
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め

に
と
昭
和
六
十
年
に
創
館
さ
れ
た

剣
武
館
は
、
剣
道
を
通
し
て
「心
」
 

「技
」
「
体
」
の
鍛
錬
の
ほ
か
、
青
 

金
木
剣
武

館
ー
 

少
年
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
平
成
元
年
か
ら
金
木
地
区
防

犯
親
善
剣
道
大
会
に
連
続
し
て
十

回
出
場
す
る
な
ど
、
父
母
や
子
供

た
ち
が
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

地
道
な
活
動
が
実
を
結
び
、
喜

び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
こ
の
ほ

ど
、
父
母
や
o
B
ら
が
集
ま
り
受
 

賞
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
席

上
、
 一
戸
館
長
は
 
「足
掛
け

十
五
年
の
節
目
に
名
誉
あ
る

賞
を
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た

く
、
こ
れ
を
機
に
い
っ
そ
う

頑
張
り
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
 

二
十
四
団
体
が
表
彰
を
受

け
た
中
で
、
ス
ポ
ー
ッ
団
体

と
し
て
は
唯
一
選
ば
れ
た
剣

武
館
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今

後
と
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

防
犯
活
動
に
力
を
注
い
で
く

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

'I"mI'll川川広報かなぎ ⑥ 

「
子
猿
」

す
く
す
く
成
長
【
芦
野
児
童
動
物
園
】
 

(
 



総

合
防

災
訓
練
 

⑦ 広報かなぎ mHHHmH 

▲小田川城で放水訓練をする消防団員ら 

個
性
輝
く
学
校
づ
く
り
推
進
事

業
と
し
て
「
太
宰
治
研
究
」
を
実
 

▲斜陽館内を見学する生徒たち 

歌
斉
唱
と
四
年
生
以
上
の
児

童
が
器
楽
合
奏
を
披
露
し
、
 

出
席
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
同
校
は
こ
の
日
、
昭

和
六
十
二
年
に
福
祉
協
力
校

に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
町
の

老
人
福
祉
施
設
な
ど
を
慰
問

し
、
福
祉
活
動
に
積
極
的
に

協
力
し
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
県
内
の
小
学
校
と
し

て
は
唯

一
の
青
森
県
ふ
れ
あ

い
活
動
功
労
者
知
事
表
彰
を

受
賞
。
節
目
の
日
に
華
を
添

え
る
吉
報
と
な
り
ま
し
た
。
 

▲節目を祝い校歌を斉唱する児童たち 

施
し
て
い
る
金
木
高
等
学
校
（
校

長
H
岩
見
幸
夫
）
の
全
校
生
徒
が

十
月
九
日
、
近
隣
市
町
村
の
太
宰

関
連
施
設
や
文
学
碑
を
巡
り
、
太
 

宰
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深
め

ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
太
宰
が
生
ま
れ
育

っ
た
町
の
高
校
と
し
て
地
元
出
身

の
偉
大
な
作
家
の
こ
と
を
知
ら
な

い
の
は
寂
し
い
し
、
人
に
聞
か
れ

て
も
応
対
が
で
き
る
よ
う
に
と
活

動
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
三
年
目
 

天
災
や
人
災
に
備
え
た
金
木
町

総
合
防
災
訓
練
が
十
月
十
六
日
、
 

金
木
消
防
署
前
と
小
田
川
城
敷
地

内
で
行
わ
れ
、
町
消
防
団
員
や
消

防
署
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
ら

関
係
者
約
二
百
五
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
 

防
災
訓
練
は
県
内
を
震
源
地
と

し
た
地
震
が
発
生
し
、
喜
良
市
地

区
内
で
出
火
、
山
林
に
延
焼
中
。
 

ま
た
、
公
民
館
で
避
難
中
に
逃
げ

遅
れ
て
ケ
ガ
人
が
出
た
と
い
う
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
日
は
学
年
別
に
、
小
泊
村

の
「
『津
軽
」
の
像
記
念
館
」
や
蟹

田
町
観
潤
山
に
あ
る
太
宰
文
学
碑
、
 

青
森
市
合
浦
公
園
内
の
旧
制
青
森

中
学
跡
地
を
見
学
。

一
、
三
年
生

は
午
前
、
午
後
と
に
分
か
れ
て
生

家
「
斜
陽
館
」
を
訪
れ
、
引
率
教

諭
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
館
内
を

見
学
し
ま
し
た
。

一
年
生
の
男
子

生
徒
は
「
中
学
時
代
に
授
業
で
『
走

れ
メ
ロ
ス
」
を
学
び
感
動
を
覚
え

た
。
も
つ
と
、
も
っ
と
太
宰
を
知

り
た
い
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
 

小
田
川
城
で
は
消
防
団
員
三
十

人
が
六
台
の
ポ
ン
プ
車
を
連
ね
、
 

三
百
メ
ー
ト
ル
間
を
素
早
い
動
作

で
中
継
送
水
し
な
が
ら
、
来
賓
ら

が
見
守
る
中
、
放
水
訓
練
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
消
防
署
前
で
行
わ

れ
た
救
助
活
動
で
は
署
員
三
人
が
、
 

煙
中
検
索
で
逃
げ
遅
れ
て
負
傷
し

た
人
を
救
出
し
救
急
搬
送
す
る
な

ど
を
訓
練
し
た
ほ
か
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
消
火
器
で
の
消

火
活
動
、
団
員
ら
に
よ
る
土
の
う

積
み
上
げ
の
水
防
工
法
訓
練
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 
 

(
  

ー
決
意
新
た
に
百
二
十
周
年

ー
 

喜
良
市
小
で
記
念
式
典
 

喜
良
市
小
学
校
（
校
長
H
長
谷
 

式
典
で
は
、

長
谷
川
校
長
が

川
俊
介
）
の
創
立
百
二
十
周
年
記
 

「地
域
先
人
の
英
知
と
努
力
に
よ

念
式
典
が
十
月
二
十
五
日
、
全
校
 
っ

て
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
百

児
童
と
関
係
者
ら
約
三
百
人
が
出
 

一
一
十
周
年
を節
目
に
輝
か
し
い
歴

席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
さ
ら
な
 
史
と
伝
統
を
守
り
、
未
来
に
向
か

る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

っ
て
一
層
励
ん
で
い
き
ま
す
」
と

同
校
は
、
明
治
十
一
年
五
月
に
 
式
辞
。
歴
代
教
職
員
や
歴
代
P
T
 

南
本
町
に
あ
る
少
林
寺
の
南
屋
敷
 

A
役
員
な
ど
に
感
謝
状
を
贈
っ
た

に
喜
良
市
簡
易
小
学
校
と
し
て
創
 
後
、

鳴
海
町
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ

立
さ
れ
、
昭
和
五
十
年

一
月
に
現
 
ま
し
た
。
 

在
地
に
校
舎
を
移
転
し
て
い
ま
す
。
 

最
後
に
、
全
校
児
童
に
よ
る
校
 

『
太
宰
を
も
っ
と
知
り

た
い
』
 

ー
金

木
高
校
文

学
碑
や
斜
陽
館
見
学
ー
 

一天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る
”
 



金
木
町
太
宰
散
策
道
に
沿
っ

て
 

「太
宰
ゆ
か
り
の
地
」
を
紙
上
で

案
内
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
 
「生

家
と
離
れ
」
を
残
し

て
一
巡
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
「生
家
と
離

れ
」
に

つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て

記
す
こ
と
に
し
ま
し
て
、
今
回
か

ら
散
策
道
以
外
の
「
太
宰
ゆ
か
り

の
地
」
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。
 

作
品
『
津
軽
』
に
は
、
 
「高
長

根
・
修
錬
農
場
・
鹿
の
子
川
溜
池
 

・

鹿
の
子
瀧
」
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
 
『津
軽
』
執
筆
の
依
頼
を
受

け
た
太
宰
さ
ん
は
、
昭
和
十
九
年

五
月
十
二
日
、
小
山
書
店
の
加
納

正
吉
氏
の
す
す
め
で
、
津
軽
取
材

旅
行
の
た
め
三
鷹
を
出
発
し
ま
す
。
 

五
月
二
十
二
日

こ
ろ
、
金
木
の

生
家
に
着
き
、
そ
の
翌
々
日
、
姪

の
陽
子
さ
ん
と
お
婿
さ
ん
、

ア
ヤ
、
 

と
四
人
で
 
「高
長
根
」
 
に遊
び
に

行
き
ま
す
。
そ
の
途
中
で
、
修
錬

農
場
に
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。
 

修
 

錬
 
農
 
場
 

「農
場
の
入
口
に
、
大
き

い
石
碑

が
立
っ
て
か
て
、
そ
れ
に
は
、
昭

和
十
年
八
月
、
轍
配
宮
様
の
御
成
、
 
 

同
年
九
月
、
高
松
宮
様
の
御
成
、
 

同
年
十
月
、
秩
父
宮
様
な
ら
び

に

同
妃
宮
様
の
御
成
、
昭
和
十
三
年

八
月
に
秩
父
宮
様
ふ
た
た
び
御
成
、
 

と
い
う
幾
重
も
の
光
築
を
謹
ん
で

記
し
て
カ
る
の
で
あ
る
。
金
木
町

の
人
た
ち
は
、
こ
の
農
場
を
、
も
 

っ
と
も
っ
と
誇
っ
て
よ
い
。
金
木

だ
け
で
は
な
い
、
こ
れ
は
、
津
軽

平
野
の
永
遠
の
誇
り
で
あ
ろ
う
。
」
 

と
『
津
軽
』
 
に描
い
て
い
ま
す
。
 

こ
の
修
錬
農
場
は
、
金
木
郷
土

史
に
 
「昭
和
六
年
青
森
県
立
金
木

種
鶏
場
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
九

年
農
事
経
営
指
導
所
、

同
年
七
月

に
は
修
錬
農
場
と
改
称
。
戦
後
は

開
拓
増
産
修
錬
農
場
、
営
農
実
習
 
 場

、
農
業
綜
合
研
究
所
金
木
実
習

農
場
と
変
わ
っ

た
が
、
昭
和
三
十

一
年
四
月
、
弘
前
大
学
農
学
部
設

立
に
当
た
り
、
県
か
ら
国
に
寄
付

さ
れ
爾
後
大
学
付
属
農
場
と
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
」
 
と
記述

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

石
碑
は
、
公
舎
西
側
の
一
画
に

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
四
メ
 

ー
ト
ル
九
十
セ
ン
チ
・
幅
九
十
五

セ
ン
チ
と
立
派
な
も
の
で
す
。
南

正
面
に
は
「

『慈
徳
仰
愈
高
』
内

務
大
臣
末
次
信
正
謹
書
」
 
（
徳を

慈
し
み
仰
げ
峨
麟

同
し
ー
人
徳
を

大
切
に
す
れ
ば
尊
敬
の
念
が
よ
り

一
層
高
ま
る
も
の
で
あ
る
）
。
西

側
に
は
「
昭
和
十
三
年
十
二
月
八
 
 日

金
木
町
建
之
」
、
北
碑
陰
に
は
、
 

弘
前
高
等
学
校
教
授
蒲
富
破
摩
雄

撰
文
に
よ
る
建
碑
趣
意
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

（
農
場
資
料
参
照
）
 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
 

農
場
南
西
方
向
か

ら
見
た
岩
木
山

眺
望
の
描
写
で
す
。
 
「津
軽
富
士

と
呼
ば
れ
て
カ
る
一
千
六
百
二
十

五
メ
ー
ト
ル
の
岩
木
山
が
、
瀧
ま
 

つ
 

の
水
田
の
盤
き

る
と
こ
ろ
に
、
ふ
 

わ
 

う
か
 

い
 

は
り
と
浮
ん
で
力
る
感
じ
な
の
で
 

ま
っ
さ
お
 

あ
る
。
し
た
た
る
ほ
ど
員
蒼
で
、
 

富
士
山
よ
り
も
つ
と
女
ら
し
く
、
 

ひ
と
え
 

十
二
軍
衣
の
裾
を
、
銀
杏
の
葉
を

さ
か
さ
に
立
て
た
や

つ
に
ぱ
ら
り

と
ひ
ら
い
て
左
右
の
均
斎
も
正
し

く
、
静
か
に
青
空
に
浮
ん
で
カ
る
。
 

決
し
て
高
い
山
で
は
な
い
が
、
け

れ
ど
も
、
な
か
な
か
透
き
と
ゆ
る
 

い
 
せ
ん
け
ん
 

く
ら
カ
に
輝
婿
た
る
美
女
で
は
あ

る
。」
 
と描
い
て
い
ま
す
。
 

高

長
根
（
高

流
山

）
 

醸
滋
ど

5
ふ
山
の
名
前
も
、
姪

の
説
に
依
る
と
、
母
罵
榔
と
い
加

の
が
正
し
い
呼
び
方
で
、
な
だ
ら

か
に
概
の
ひ
ろ
が
っ
て
カ
る
さ
ま

が
、
さ
な
が
ら
長
根
の
感
じ
と
か

何
と
か
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
が
、
 

こ
れ
に
も
ま
た
諸
説
が

あ
る
の
で

あ
ろ
う
。
 
（
略）
二
百
メ
ー
ト
ル

に
も
足
り
な
い
、
小
山
で
あ
る
が
、
 

見
晴
ら
し
は
な
か
な
か
よ
い
。
津
 
 軽

平
野
全
部
、
隅
か
ら
隅
ま
で
見

渡
す
事
が
出
来
る
と
m
l口
ひ
た
い
く

ら
か
の
も
の
で
あ
っ
た
o
 
（
略）
 

岩
木
川
が
細
い
銀
線
み
た
い
に
、
 

キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
見
え
る
…
」
と
 

た
っ
 

哨
知
て
、
頂
上
か
ら
眺
め
た
、
田

光
沼
、
十
三
湖
を
詳
細
に
記
述
し
、
 

更
に
日
本
海
、
七
里
長
演
、
北
は

概
城
曝
、
南
は
夢
戸
瀞
峨
ま
で

一

鵬
し
、
 
「眼
前
に
展
開
す
る
津
軽

平
野
の
風
景
に
う
っ
と
り
し
て
し

ま
っ
た
。
」
と
あ
り
ま
す
。
 

今
か
ら
五
十
数
年
前
の
こ
と
で

す
が
、
今
眺
め
て
も
そ
の
原
風
景

に
は
大
き
な
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
場
所
は
、
大
東
ケ
丘
サ

ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
の
裏
側
か
ら
少

し
の
と
こ
ろ
で
す
。
山
道
付
近
ま

で
道
路
は
舗
装
さ
れ

て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
あ
と
少
し
無
理
す
れ
ば
、
 

頂
上
ま
で
車
で
登
れ
ま
す
。
た
だ
、
 

私
有
地
の
た
め
か
、

ロ
ー
プ
が
張

ら
れ
、
掘
削
さ
れ

て
い
ま
す
。
渡

部
芳
紀
中
央
大
学
教
授
（
三
鷹
太

宰
展
監

修
者
）
を

案
内
し

た
と

き
、
 
「す
ば
ら
し
い
ね
、
す
ご

い

ね
、
こ
こ
に
展
望
台
が
あ
れ
ば
、
 

も
っ
と
す
ば
ら
し
い
で
し
ょ
う
ね
 

i
」
と
興
奮
し

な
が
ら
走
り
回
り
、
 

さ
か
ん
に
シ
ヤ
ッ
タ
ー
を
き
り
ま

く
っ
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
 

IImmm川川 広報かなぎ ⑧ 

太

宰

を
し

の
ぶ

⑦
 

金
木
町
太
宰
会
々
長
 

金
木
町
「
太
宰
ゆ

か
り
の
地
⑥
」
 
木
 
下
 
巽
 

▲農場敷地内にある石碑 

太宰はここから見た岩木山を 

富士山より奄美女膏であると 

(
 



(
 

突
然
お
便
所
の
お
話
で
失
礼
い

た
し
ま
す
。
も
し
、
お
食
事
中
の

方
が
い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
お

許
し
く
だ
さ
い
。
 

た
か
が
便
秘
と
い
う
な
か
れ
、
 

す
っ
き
り
出
た
か
ど
う
か
で
そ
の

日
一
日
の
気
分
が
決
ま
る
と
い
う

く
ら
い
こ
れ
は
重
大
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
ひ
そ
か
に
、
あ
る
い
は

お
お
っ
ぴ
ら
に
お
悩
み
の
方
は
少

な
か
ら
ず
い
ら
つ
し
ゃ
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
今
回
取
り
上
げ
て
み

ま
し
た
。
 

【便
秘
と
は
】
 

「便
秘
」
と
い
う
悩
み
の
中
身

に
は
、
排
便
回
数
の
減
少
、
便
の

量
が
大
変
少
な
く
あ
る
い
は
便
が

硬
く
乾
燥
し
排
便
が
困
難
な
状
態
、
 

排
便
時
に
強
い
ー
り
き
み
”
（
地
元

弁
で
言
う
と
】
け
っ
ぱ
り
”
）
を必

要
と
す
る
状
態
、
排
便
が
不
十
分

で
残
便
感
が
あ
る
、
な
ど
が
通
常

は
混
じ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

便
秘
の
判
定
は
、
感
じ
方
の
個
人
 
 差

も
大
き
い
の
で
か
な
り
漠
然
と

し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
三
日
に
一
回
あ
る
い
は
そ
れ

以
下
の
便
通
を
便
秘
状
態
の
ひ
と

つ
の
尺
度
と
考
え
て
良
い
と
思
い

ま
す
。
 

【
便
秘
の
原
因
疾
患
】
 

便
秘
の
原
因
と
な
る
疾
患
は
大

変
多
い
の
で
す
が
、
大
き
く
は
器

質
的
な
も
の
（
腸
管
や
そ
の
他
の

内
臓
、
あ
る
い
は
全
身
性
の
疾
患

に
基
づ
く
も
の
）
と
機
能
的
な
も

の
（
明
ら
か
な
器
質
的
な
原
因
が

無
く
、
腸
管
の
運
動
状
態
に
よ
る

も
の
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

①
器
質
的
疾
患
 

＊
腸
管
の
閉
そ
く
や
狭
さ
く
、
屈

曲
異
常
等
 

＊
大
腸
ガ
ン
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
、
 

多
発
大
腸
、
憩
室
症
、
s
状
結

腸
軸
捻
転
、
手
術
後
癒
着
な
ど

＊
腹
睦
内
臓
器
の
異
常
 

腫
蕩
、
腹
水
、
妊
娠
な
ど

＊
全
身
性
疾
患
 
 

脳
血
管
障
害
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
ァ
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
脊

髄
の
障
害
、
糖
尿
病
、
甲
状
腺

機
能
低
下
症
、
勝
原
病
な
ど
 

②
機
能
的
疾
患
 

＊
薬
剤
の
影
響
 

抗
精
神
病
薬
、
抗
う
つ
剤
、
麻

薬
性
鎮
痛
薬
等
 

＊
最
も
多
い
便
秘
は
以
上
の
異
常

が
証
明
さ
れ
な
い
機
能
性
便
秘

で
す
。
 

機
能
性
便
秘
 

⑧
単
純
性
便
秘
 

主
と
し
て
腸
の
運
動
機
能
の
低

下
に
基
づ
く
便
秘
で
、
食
物
線
維

の
摂
取
不
足
、
不
適
当
な
食
生
活

や
生
活
習
慣
、
便
意
が
あ
る
の
に

排
便
を
こ
ら
え
る
習
慣
な
ど
が
誘

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
排
便
回
数

の
減
少
が
主
な
症
状
で
、
腹
痛
は

無
い
か
あ
っ
て
も
軽
度
の
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
 

⑥
過
敏
性
腸
症
候
群
 

け
い
れ
ん
性
便
秘
と
も
よ
ば
れ
、
 
 

下
部
大
腸
の
緊
張
こ
う
進
が
原
因

で
す
。
若
い
人
に
多
く
、
男
性
よ

り
女
性
に
多
く
、
便
秘
と
と
も
に

腹
痛
、
腹
部
膨
満
感
、
頭
痛
、
全

身
倦
怠
、
腰
痛
、
不
安
、
緊
張
な

ど
も
み
ら
れ
ま
す
。
排
便
回
数
の

減
少
よ
り
も
、
排
便
量
の
減
少
、
 

便
が
細
い
、
兎
糞
便
（
小
さ
く
こ

ろ
こ
ろ
し
た
便
）
、粘
液
便
、
残
便

感
等
の
悩
み
の
方
が
強
く
、
普
通

便
や
下
痢
と
交
代
で
お
こ
る
こ
と

も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
 

【
便
秘
の
治
療
法

】
 

器
質
的
疾
患
や
薬
剤
に
よ
る
便

秘
に
対
し
て
は
原
因
に
対
す
る
治

療
や
処
置
を
行
い
ま
す
。
 

機
能
性
便
秘
に
対
し
て
は
先
に

述
べ
た
発
生
原
因
を
取
り
除
く
た

め
の
生
活
改
善
が
ま
ず
重
要
で
こ

れ
で
不
十
分
な
時
は
薬
剤
を
使
用

し
ま
す
。
 

①
生
活
 

ま
ず
は
規
則
正
し
い
生
活
、
食

事
、
排
便
習
慣
、
適
度
の
運
動
と

休
養
が
基
本
で
す
。
腸
も
生
き
て

い
る
か
ら
で
す
。
便
意
が
あ
る
時

は
我
慢
は
禁
物
ー
、
間
違
っ
た
ダ

イ
エ
ツ
ト
も
要
注
意
で
す
。
 

②
＋
分
な
食
物
線
維
の
摂
取
を

ー
 

食
物
線
維
は
便
の
量
や
含
ま
れ

る
水
分
の
量
を
増
や
し
、
便
の
大
 
 腸

通
過
を
促
し
、
排
便
回
数
を
増

や
し
て
く
れ
ま
す
。
最
近
、
日
本

人
に
も
増
え
て
き
た
大
腸
ガ
ン
の

発
生
を
お
さ
え
て
く
れ
る
働
き
も

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

③
以
上
で
解
決
し
な
い
時
は
下
剤

や
座
薬
、
院
腸
な
ど
の
出
番
と
な

り
ま
す
。
 

過
敏
性
腸
症
候
群
に
対
し
て
は
、
 

精
神
安
定
薬
や
腸
運
動
調
整
薬
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
便
秘
の
原

因
を
見
極
め
る
こ
と
が
た
い
へ
ん

大
事
で
す
。
便
は
あ
な
た
の
分
身

で
す
。
愛
情
こ
め
て
（
ー
）
じ
つ

と
観
察
す
る
く
せ
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
 そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
心
配

な
時
、
解
決
し
な
い
時
は
遠
慮
無

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
。
 

、
ー
伝
言
板
 

ン
 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

十
月
十
五
日
 

役
場
前
路
上
（
く
ず
米

一
袋
）
 

十
月
二
十
七
日
 

芦
野
公
園
内
（
紺
色
の
財
布
）
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
 

警
察
署
落
し
物
係
ま
で
。
 

⑨
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
 

た
い
方
は
役
場
企
画
室
ま
で
。
 

／
 

×
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石
戸
谷

黛
政
（
貞

助
）
金
 
木
 

あ
か
 

り
 

今
 

朱

里
（
二
三
夫
）
喜
良
市
 

じ
．ん
 り
 

今
 

淳

里
（
幸
雄
）
嘉
 

み
 
ゆ
 

工

藤
 
未

結
（
秋
男
）
 

外
崎
 
か
か

（
文
教）
 

伊
東
 
汰

紋
（
貴
仁
）
 

一

P匡
月
 

一F

籍

ソ
 

業

の

景
 

6

窓
 

」
ー
「
『
「
J
「
工
割h一
 
、丁
 

【
 
．
“
ノ
Lh
L

ー
 
ノ
ん
ノ
 

お

め

で
と

う
 

金金藤嘉金

木木枝瀬木 

（
五
所川
原
市
）
 

新
婦
太

田
 
祐
子

さ
ん
 

新
郎

其
田
 

悟
 
さ
ん
 

（川
 
倉
）
 1998.9.19 

、 

10月末現在 前年同月比 

男 5,857人 △ 22人 

女 6,447人 △ 26人 

計 12,304人 △ 48人 

世帯数 3,943 	 7 

	ノ ノ
 

人

口
と

世
帯
 

、
 

お

く
や
み
 

（「
「難
舞
稽
栖
 

（」
難警
鷲
濡
誘
 

HHliii田川 広報かなぎ ⑩ 

み 	ゆ 

未 結 
やさしい子に育ってほしい 

（父 秋男より） 

お
し

あ
わ

せ
に
 

紛
喰競
醜

鴫
細
 

、
小
林
 
猛

（利
勝
）
金
 
木
 

「
佐
々
木
直
子
（
金
良）
五
所川
原
市
 

(”「
」
細
麗醜
財
 

（
計難
一
醸」
麟
 

露
工
獲贈
覇
嘉
 

（
醸
群
一
離
惨
里
嚇
 
角木秋今原長山荒

田下元 田 内 中関 

一 	話一達、,力専 44ff ミキ 直 J王 ソ健雄こ 
"＝ 	一 I“二‘“、トーツ 

ュー清衛治ナ造湖エ 

73 28 77 55 73 74 56 78 
才才才才才才才才 

金嘉蒔喜藤金嘉金 
良 

木瀬田市枝木瀬木 

驚鷺難麟 

★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木町中央公 
民館にご相談ください。すべて事務局が手配いたします。 

) (公53-358 1) 
， また、おニ人のお名前と結婚記念日を刺しゆうした豪華桐 

篇鱗！2捻恕j薦黙 奮，くさんの特典があり声す。，西 ’皿、，・～14ト‘y、厭、い志、か 

I 

舞 有 
かわいい子に育ってほしい 

（母 美栄子より） 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲

載
を
希
望
し
な
い
方
は
町
民
課
窓
口
に

届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 


